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はじめに

2016 年にソニーを退職した筆者は、しばらくの間、自社のアイデアや技術
の製品化にチャレンジするベンチャー企業を訪問していた。ベンチャー企業
が、どのような悩みや課題を抱えているかを知り、自分自身のコンサルタント
の仕事に役立てるためであった。

しかし、その見聞きした現実に筆者はかなりの衝撃を受けた。部品コストが
高くなりすぎ、いくら売れても損をしてしまう企業、ユーザーに製品が届いた
ときにはギアが外れていて、修理品を多く抱えてしまった企業、設計製造委託
先の製品設計のスキルが低く、最終的に製品ができなかった企業など、多くの
ベンチャー企業が製品化で問題を抱えていたのである。そしてさらに話を深掘
りしたところ、どの企業も製品化に必須の基本知識を知らなかったことが原因
だったことがわかった。

本書は、モノづくりベンチャー企業が試作から先に進めない、生産開始後に
問題が発生するといったことにより、多額の費用と多くの時間を無駄使いして
しまわないために、製品化に必須の基本知識を解説したものである。ここでい
う製品化とは、市場で販売する製品を設計することをさしている。BtoB、
BtoC のどちらでもかまわない。市場で販売せず、数個を 1 回きりで作る治具
や装置、展示品などの設計ではない。

製品化をめざすモノづくりベンチャー企業や、製造業に業務システムを導入
する SaaS（Software as a Service）企業が、より適切に製品の企画をして設計を
進めることができるように、基本的な製品設計の知識と製造業の仕組みを解説
する。製品を設計する設計者は、どんなことに配慮しながら設計をしているか、
また一緒に協力して仕事をする人や企業はどんな相手か、またこれらの製造業
の抱える課題と理想の未来を考察する。

一般の電気製品を設計するには、主に電気設計者と機構設計者、そしてソフ
トウェア設計者の 3 つのカテゴリーの設計者がかかわる。筆者は前職で機構設
計をしていたため、本書は機構設計にかかわる内容を中心に書いている。日本
の製造業の強みはこの機構設計にかかわるところが多く、製造業の仕組みも機

無断使用をお断りします。日科技連出版社
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はじめに　

構部品にかかわる企業を例にとると理解やすいと考えている。
また中国の話が、日本企業や日本人の対比としてよく登場する。これは、筆

者が中国に駐在し、発展が目覚ましい中国の製造業を目の当たりにして、中国
企業と中国人の仕事の仕方を日本と対比させると、日本の長所と短所がよく理
解できることがわかったからである。

製品を初めて作る企業や個人が、設計を始める最初の一歩として、また製造
業にかかわる SaaS 企業が、製造業の仕組みを知るための基礎知識として、本
書を読んでいただければ幸いである。

本書の執筆にあたり、筆者が前職で担当していた製品の設計リーダーで今は
定年退職されている金子昭夫氏、元ソニー企画マネージャーで現在は㈱プリミ
ス代表取締役の白神敬太氏、キャッシュフローコーチで現在合同会社しくみ
Lab 代表の田中孝男氏、中国の樹脂成形メーカーである上海汇阳实业有限公司
の副総経理の蔡瑛氏には、多大なご協力をいただいた。ここに、感謝を申し上
げる。

2023 年 5 月

小田　淳

無断使用をお断りします。日科技連出版社
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本書の用語

本書をよりわかりやすく読んでいただくために、本書における主な用語を以
下の表にまとめた。ご参照いただきたい。

⑴　製造業の 3つのメーカー
用語 意味 例

設計メーカー 製品を企画・設計し、設計データ（3D/2D
データ、2D 図面）を作成する企業 ソニー、トヨタなど

部品メーカー
設計メーカーから設計データを受け取り、
試作部品を作ったり量産部品を生産したり
する企業

町工場ともいわれる

組立メーカー 部品メーカーから部品を購入して、製品を
組み立てる企業

設計メーカーの系列企
業、フォックスコンなど

通常、設計メーカーと組立メーカーという呼び方はせず、部品メーカーも合
わせて製造業と一括りで呼ばれる。本書では理解を深めていただくために、こ
のような呼び方にした（図 1）。

図1　製造業の3つのメーカー

設計メーカー

仕事：製品企画・設計

組立メーカー

仕事：製品の組立て（生産） 仕事：試作・生産

組立依頼 生産依頼

加工依頼

購入　販売

購入　販売

購入 販売

部品メーカー
（１次メーカー）

2 次メーカー

金型メーカー

材料メーカー
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本書の用語　

⑵　その他の用語
用語 意味

製品 組立メーカーで生産されユーザーの手に渡るもの
試作セット 製品になる前の、設計過程で検証（試験など）用に作製するもの
金型部品 金型で作製した部品
手作り部品 金型を用いないで作製した部品
設計者 設計メーカーで、設計データを作成する技術者

品質管理の担当者
◦設計メーカーで、設計品質を管理する担当者
◦組立メーカーで、製品の量産品質を管理する担当者
◦部品メーカーで、部品の量産品質を管理する担当者

製造技術の担当者

◦組立メーカーで、製品を正しく効率的に組み立てられる
　ようにする担当者
◦部品メーカーで、部品を正しく効率的に製造できるように
　する担当者

無断使用をお断りします。日科技連出版社
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1.1　「創りたい市場」が成功の鍵

1.1.2　「創りたい市場」が明確なアップル製品
世界的に成功した製品、iPhone を例にこの 3 つの輪（パーパス、ビジョン、

ミッション）について考えてみる。
1990 年代の前半までは、音楽は自宅にある CD プレーヤーとアンプ、スピー

カーで聞くのが当たり前の時代であった。これらが一体化したミニコンポも
あった。インターネットは、遅いながらも電話回線を使って自宅のパーソナル
コンピューターで使用していた。電話は、受話器のついた自宅の電話機を使っ
ていた。何もかも、自宅にいなければできなかったのである。そこで、スティー
ブ・ジョブズは、次のように考えた。これらの 3 つを一緒にして「野外や自宅
以外の場所に持ち出す便利さ」を市場に提供できないか。そして次に、そのた
めには「それぞれを小型化し一体化したハンディサイズの製品」にすればよ
い。

iPhone が誕生する数年前には、すでにウォークマン、i-mode（NTTドコモ
の携帯電話でメールの送受信やウェブページ閲覧などができる世界初の携帯電
話 IP 接続サービス）、開閉式の携帯電話は存在していた。よって、これら 3 つ
を一体化しより小さくすればよいとジョブズは考えたのである。そして、
iPhone が登場することになる（図 1.3）。

ここでこれらを 3 つの輪にすると、「野外や自宅以外の場所に持ち出す便利

図1.3　iPhone の「創りたい市場」と「ミッション」と「製品」

野外や自宅以外の場所に
持ち出す便利さ

ウォークマン
i-mode
携帯電話

iPhone
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第 2章　製品企画と設計構想を考える

2.1.1　製品企画の内容
製品企画の主な内容は次のとおりである。

《製品企画の内容》
1）　創りたい市場
2）　市場調査
3）　ターゲットユーザーと販売予測
4）　ユーザーメリット
5）　製品仕様 → 詳細は設計構想
6）　外装デザインのイメージ → 詳細は設計構想
7）　ビジネスモデル
8）　販売価格 → 詳細内訳は設計構想
9）　日程 → 詳細は設計構想
10）　投資回収計画
11）　設計メンバー、生産拠点、販売地域、販売ルート、取得法規制など

⑴　創りたい市場
「このような便利な社会にする」「このような社会問題を解決する」など、ど

のような市場を作り、ユーザーにどのような幸せを与えたいかである。
前者の「便利な社会」の例としては、発言者の顔を瞬時に映し出し、Web

会議をスムーズに進行することができる Web 会議カメラがある。後者の「社
会問題を解決」の例としては、簡単にどこにでも設置でき、誰もが太陽から電
気を作ることによってエネルギー問題を解決できるハンディ型太陽光パネルが
ある。

これらの製品化を効率良く進めるために、製品企画ではなるべくビジュアル
化しやすい言葉で表現するのがよい。よって、製品企画書にはイラストを描い
たものがあるとよりわかりやすい。このあとの設計構想では製品設計を行うた
めの詳細な計画を立てることになるため、製品企画の要望を設計者により明確
に伝える必要がある。それには、内容の伝わりやすい製品企画書が必要なので
ある。また、プロダクトデザイナーへの依頼でもビジュアルにうったえる表現
がとても重要になる。

無断使用をお断りします。日科技連出版社
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2.3　製品企画から生産までの設計プロセス
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4.1　製品設計 5 つの壁
市場で販売する製品の設計において乗り越えなければならない壁がある。そ

れは以下の 5 つである。

《製品設計 5つの壁》
1）　信頼性
2）　製造性
3）　コスト管理
4）　安全性
5）　サービス性

4.1.1　5 つの壁を知らなかったベンチャー企業の失敗
2016 年に前職を退職したばかりの頃、筆者は多くのベンチャー企業を訪問

していた。以下はそのとき見聞きした内容である。

⑴　信頼性を知らなかった
フラスコを回転させて撹

かく

拌
はん

させるような理化学機器を製品化しているベン
チャー企業の話である。ユーザーが電源を入れても動かず、故障として返品さ
れる製品が多いとのことであった。詳細に話を聞くと、ユーザーが入手した最
初から製品は動かなかったらしい。そして返品された製品を調べると、ギアが
ずれていたのである。

この製品の設計者はギアの設計に問題があったと判断し、筆者にギアの正し
い設計方法を教えてほしいと依頼してきたのであった。しかし、筆者は輸送中
の振動が原因であると考えたため、「包装貨物試験はしましたか？」と聞いた。

設計品質を配慮した設計をする

第4章
無断使用をお断りします。日科技連出版社
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塗装　　50
取扱説明書　　49

【な行】
日程　　16
抜き勾配　　93、94

【は行】
パーティングライン　　93、94
パーパス　　1、2
ばらつき　　127
貼り合わせ　　97
販売費　　32、34
販売予測　　15
ビジネスモデル　　16
ビジョン　　1、2
標準化　　134
品質基準書　　30
品質レベル　　51
付属品　　22、49
部品コスト　　111、112
部品承認　　48
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索　引

部品番号　　44、47
部品表　　44、45
部品名称　　43、47
不良費　　112
不良品　　139、141
ブレインストーミング　　10、11
プレス成形　　88
本体仕様　　19、20
ポンチ絵　　37、38、82

【ま行】
マシンチャージ　　119
マッチング企業　　108
まとめ買い　　56
ミッション　　1、2
見積依頼　　113
見積り部品コスト　　47

見積明細書　　55、56、114、115
目標部品コスト　　47

【や行】
ユーザーベネフィット　　15
ユーザーメリット　　15
輸送　　52、53
予備費　　49

【ら行】
ラベル化　　54
利益　　32、34
量産　　27
量産部品メーカー　　48、102、103、
　104、105
連携化　　151
連携モノ　　154
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